
文化財ウィーク主催事業 資料１

企画展「小金井の石造物」

日時 令和元年11月１日（金）～令和元年12月25日（水）

会場 小金井市文化財センター

小金井市史刊行記念講演会

日時 令和元年11月２日（土）　10：00～12：00

会場 小金井　宮地楽器ホール小ホール

講師 市史編さん委員会委員

定員 150名

文化財講演会「旧中村研一邸と佐藤秀三（仮）」
旧中村研一邸の建築的特徴、建築家佐藤秀三について解説する。

日時 令和元年11月17日（日）　10：00～12：00

会場 小金井市立はけの森美術館

講師 伊藤裕久氏

定員 40名

史跡めぐり

日時 令和元年11月23日（土）　9：00～12：00（予定）
荒天時中止、翌日24日順延。

案内 文化財係職員

定員 30名

場所 旧中村研一邸、野川、野川中洲北遺跡、ICULoc15遺跡、他

『小金井市史』完成を記念して、執筆・編集された専門家４名に時代概要や市史
の見所、地域の文化財について解説する。

市内の石造物の役割を重点的に解説して展示する。

国登録有形文化財旧中村研一邸を中心に市域東部の文化財を探訪する。



玉川上水・小金井桜整備活用事業 資料２

平成29年～令和元年度整備区間

小金井橋～新小金井橋

玉 川 上 水

小金井橋

平成29年度 15本(完了)

平成30年度 20本(完了)

令和元年度 26本(予定)

平成22～24年度モデル整備区間640ｍ

令和２年度以降 整備計画地右岸1㎞

平成22年度実験的整備区間150

平成26～28年度整備区間400ｍ

玉川上水 小金井市区間約３㎞

貫井橋

（左岸 小平市）

550m



小金井神社について 資料３

文化庁（国庫補助）による『東京都の近世社寺建築　近世社寺建築緊急調査報告書』東京都1989年
に掲載された二次調査建造物（特に歴史的に重要な建造物と判断された社寺建築）
▲が神社で東京都全体で47棟が対象、小金井市では小金井神社本殿が選定されている。



小金井神社について 資料３



歴史資料の寄附（寄贈） 資料４

名称 庚申塔

不明（幕末～明治前期と推定）

不明

所在地 貫井南町４－16－26。原位置は池
の上通りと庚申塚通り交差点角で
あった。

法量

造立年月日

高58㎝×幅26㎝×奥行18㎝
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